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研究成果の概要（和文）：本研究の主目的は，学校教育の現場で使用される教科書において「表現の工夫」とさ
れる項目（比喩表現）の使用状況と，子どもたちの言語習得の状況との対応関係を探ることにあった．まず，教
科書の状況調査の結果，教科書における比喩表現は学年が上がるにつれ，具体的な事物を用いて例える表現から
抽象的な事物を用いて例える表現へと推移していることを明らかにした．一方，子どもたちの言語習得の状況
は，特に幼少期の子どもたちの言語使用において多くの場合，動作を伴うことを指摘した．つまり，幼児の言語
使用は具体的であることを指摘したことになる．これは，上記の教科書の語彙の推移と子どもの言語使用とが一
致していることを意味する．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to compare metaphoric expressions used in 
Japanese textbooks with the situation of children's language use.First, as a result of the research 
of the textbook, it was clarified that the metaphorical expression of the textbook is transitioning 
from the expression which is illustrated using concrete things to the expression which is 
illustrated using abstract things as the grade goes up.Next, it was pointed out that children often 
used actions when using languages.In other words, it is pointed out that the use of children's 
language is limited to expressions that mean concrete things.This means that the transition of the 
vocabulary of the textbook corresponds to the situation of children's use of language.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の意義としては，教科書において子どもたちが触れる言葉と実生活において用いる言葉との関係を明ら
かにしようとした点が挙げられる．教科書とは議論の余地もなく子どもたちが触れることになる言語資料だと言
えるが，そこで触れる言葉と子どもたちが実生活において使用する言葉との関係を考察することは教材の在り方
を問う１つの観点であったと言える．
　また，近年，言葉の教育としての国語科という観点の重要性が指摘されているが，本研究のような観点からの
研究はまさに上記の国語科の在り方に資するものと言うことができよう．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究開始にあたり注目したのは，『学習指導要領』と『小学校学習指導要領解説』に関する
次の（ア）と（イ）であった． 
 
（ア）『平成 20 年版学習指導要領』に「ｲ 言葉の特徴やきまりに関する事項」「(ｹ)比喩や反復 

などの表現の工夫に気付くこと」という項目が挙がっている． 
（小学校：第５学年及び第６学年）              

（イ）『小学校学習指導要領解説』に（注：「表現の工夫」は）「今回の改訂で新設した事項であ 
る」「具体的な表現の工夫には，比喩や反復をはじめとして様々なものが考えられる．（中 
略）多様な文章に表れる様々な表現の工夫に気付いたり，自分の表現に活用したりするよ 
うに指導することが大切である（下線は本研究の報告者によるものである）」といった指摘 
も見られる． 

 
 このように，（特に国語科において）「表現の工夫」に関する項目をどう扱うかという問いは
１つの重要な課題となり得る．しかしそれにも関わらず，肝心の「表現の工夫」の具体的な扱
い方に関する言及が上記資料内には見られないのである．このままでは「比喩は『～ような』
でつなぐ表現だ」といった形式面での指導で終わってしまう危険性があると言っても過言では
あるまい．これでは，かつて学校文法が暗記科目になりさがってしまったことの二の舞となっ
てしまう危険性すらあると言って良い． 
 そこで，本研究を申請するにあたり，本研究グループメンバーの間で上記「表現の工夫」を
暗記項目で終わらせないために「言語活動とつながった『表現の工夫』の扱い方」を考察する
必要があるとの結論に至った（なお，本研究では「表現の工夫」の中でも，特に使用頻度が高
いと考えられる比喩表現に着手することにした）． 
そして，「言語活動とつながる」ためにはまず，比喩に関しては読み書きの仕方や教科書に現

れる比喩表現の実例を観察するだけでは充分ではなく，その比喩表現を理解・使用する子ども
たちの言語使用の実態や発達状況との関係を踏まえて考察すべきだと考えた次第である． 
 
２．研究の目的 
 上記「１．研究開始当初の背景」でも述べたように，教科書における「表現の工夫」の扱い
について議論するには，子どもたちの実際の言語使用（や習得）の実態と「表現の工夫」とを
関連付けて考察する必要があるというのが本研究の前提にある．こうした問題意識に基づき，
教科書における「表現の工夫」とされる項目（主に比喩表現を対象とする）の扱いの推移と，
子どもたちの言語習得の状況との対応関係を探ることを本研究の主目的とし，研究を行うこと
にした． 
 
３．研究の方法 
 本研究は，以下の方法により行われた． 
まず，国語教科書内において「表現の工夫」がどのように扱われているのかを知る必要があ

る．具体的には，学年を追うごとに，教科書で提示される「表現の工夫（主に比喩表現）」の使
用例の質がどのように変化するか（あるいは，変化しないか）を知る必要がある．そこで，出
版社毎に，国語教科書における比喩表現の推移を調査した．この教科書調査の結果と，子ども
の言語使用状況の変化との対応関係を考察する必要が生じる（結果の概要については，「４．研
究成果」を参照）． 
次に，子どもの言語使用の実態を調査した．実際に言語使用をはじめる頃の子どもの発話場

面の調査を行い，その言語使用は具体的にどういうもので，どう変化するものであるのかを調
査した．そこでは，言語表現のみならず，それに伴う動作も踏まえ観察を行った．「４．研究成
果」のところでも再び述べるが，言語使用を始める頃の子どもはその言語使用に動作が伴うこ
とが多い（これは調査の結果明らかになった点である）． 
最後に，上記２点の結果を照らし合わせながら，教科書における表現の推移と子どもの言語

使用の変化との対応関係について考察を行った． 
 
４．研究成果 
本研究の主目的は，学校教育の現場で使用される教科書において「表現の工夫」とされる項

目（比喩表現）の使用状況と，子どもたちの言語習得の状況との対応関係を探ることにあった．  
まず，教科書の状況調査の結果，教科書における比喩表現は学年が上がるにつれ，具体的な

事物を用いて例える表現から抽象的な事物を用いて例える表現へと推移していることを明らか
にした．比喩表現を「未知の事物を既知の事物（に関する知識）を用いて理解しようとするこ
と」という定義に基づいて捉えるならば，こうした推移は子どもたちの成長の過程に合致した
妥当なものだと言える． 
一方，子どもたちの言語使用・習得の状況調査においては，特に幼少期の子どもたちの言語

使用において多くの場合，動作を伴うことを明らかにした．つまり，子どもは年齢が下がるほ
ど，その言語使用は具体的であることを指摘したことになる． 
これは，上記の教科書の語彙の推移と子どもの言語使用とが一致していることを意味する． 
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